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フラーレンピーポッドは、内包フラーレンと単層カーボンナノチューブ(SWCNT)との相

互作用による新たな性質が期待されている。今回、金属を C82フラーレンに内包させたフ

ラーレンピーポッド (Gd@C82@SWCNT, Dy@C82@SWCNT, La@C82@SWCNT)の光電子分
光の結果を報告する。  
上 図 は 、 BL-11D で 測 定 さ れ た

La@C82@SWCNT に内包された La@C82 の光電

子スペクトルである（hν = 65 eV）。内包された
La@C82のスペクトルは，金属内包フラーレンピ

ーポッドのスペクトルから SWCNT のスペクト
ルを差し引くことで求めた。La@C82の光電子ス

ペクトル[1]と比較すると、立ち上がりのピーク
位置がシフトしており、SWCNT から C82 への

電荷移動が起こっていることがわかる。  
下図は Dy@C82@SWCNTにおける Dy-4fの共

鳴光電子スペクトルである（丸印）。実線は

Dy3+と Dy2+の多重項にそれぞれ異なる寿命

幅を用いた畳み込み積分によって計算された

スペクトルである。Dy3+と Dy2+との比率は

0.9:0.1 であり、有効価数は 2.9 であった。  
当日は C70@SWCNT も含めて SWCNT に

内包される過程において、フラーレンの電子

状態について発表する。  
[1]Shojun Hino, et al.: Phys. Rev. Lett., 71, 
4261(1993)  


